




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































~ 86 ~ 
四
、
殖
民
倫
理
へ
の
猶
疑
秋
原
勝
二
が
「
夜
の
話
」
と
「
故
郷
喪
失
」
に
お
い
て
提
示
し
た
「
満
洲
」
在
住
の
日
本
人
の
位
置
を
、
よ
り
辛
線
な
批
判
と
共
に
浮
き
彫
り
に
し
た
の
は
江
原
鉄
平
の
「
満
洲
文
学
と
満
洲
生
れ
の
こ
と
」
(
『
満
洲
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
八
月
一
八
日
1
一
一
一
日
)
で
あ
っ
た
。わ
れ
/
¥
が
小
学
校
の
頃
か
ら
教
へ
ら
れ
た
の
は
「
お
前
達
の
国
は
海
の
向
ふ
に
あ
っ
て
此
処
は
植
民
地
で
あ
る
。
お
前
達
は
植
民
地
へ
来
て
生
れ
た
の
だ
が
母
国
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
海
の
向
ふ
の
わ
が
国
は
山
紫
水
明
の
園
、
緑
深
く
、
花
咲
き
、
鳥
歌
ふ
夢
の
如
く
美
し
い
国
」
そ
れ
か
ら
幾
多
の
そ
れ
に
関
す
る
知
識
で
あ
る
。
少
く
も
私
は
、
、
だ
か
ら
自
分
は
満
洲
で
生
れ
満
洲
で
育
つ
で
も
、
こ
こ
は
支
那
人
の
土
地
で
自
分
達
の
土
地
で
は
な
い
と
確
然
と
思
っ
て
ゐ
た
。
江
原
は
、
「
満
洲
生
れ
の
故
郷
喪
失
は
、
つ
ま
り
殖
民
倫
理
へ
の
精
疑
か
ら
出
る
。
自
分
の
生
地
を
思
想
的
疑
惑
に
よ
っ
て
失
っ
た
者
の
一
種
の
虚
無
感
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
c
ま
た
「
満
洲
文
学
」
の
不
可
能
性
に
言
及
す
る
く
だ
り
で
は
、
開
拓
移
民
の
中
か
ら
「
満
洲
文
学
」
が
生
れ
は
し
な
い
か
と
す
る
希
望
を
、
「
満
洲
文
学
は
生
れ
な
い
で
帝
国
主
義
文
学
が
生
れ
る
だ
ら
う
」
と
榔
払
燃
し
て
い
る
c
「
彼
等
は
故
郷
を
喪
っ
て
さ
へ
ゐ
な
い
移
民
地
の
胸
に
あ
る
も
の
は
根
の
付
い
た
日
本
へ
の
愛
だ
。
こ
の
人
達
は
恐
ら
く
故
郷
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
人
と
い
ふ
民
族
は
さ
う
い
ふ
民
族
で
あ
る
。
私
は
そ
こ
で
日
満
国
民
が
調
停
然
融
和
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
実
情
を
聞
く
よ
り
も
、
毎
朝
東
方
に
向
っ
て
皇
居
を
拝
す
る
減
額
の
日
夜
と
団
結
の
汗
を
聞
く
。
や
が
て
満
洲
の
庭
々
に
第
二
の
東
京
を
築
く
の
で
あ
ら
う
」
と
い
う
江
原
の
言
説
に
は
、
日
本
の
新
し
い
「
郷
土
」
と
し
て
の
「
満
洲
」
も
、
そ
れ
を
開
拓
す
る
情
熱
も
な
く
、
「
日
本
」
の
植
民
地
政
策
と
そ
れ
を
担
っ
た
「
日
本
人
」
に
対
す
る
憤
り
と
疑
惑
だ
け
が
あ
る
。
満
鉄
社
員
会
が
発
行
し
て
い
た
機
関
誌
『
協
和
』
は
、
一
九
四
O
年
二
月
に
「
満
洲
定
着
特
輯
」
を
組
ん
で
い
る
。
巻
頭
言
「
我
等
満
洲
に
永
住
せ
む
」
に
は
「
嘗
て
後
藤
新
平
、
児
玉
源
太
郎
の
二
先
達
は
、
満
洲
に
五
十
万
人
の
日
本
人
の
移
住
を
以
て
、
大
陸
開
発
の
礎
と
な
さ
ん
と
せ
り
。
以
来
春
風
秋
雨
、
日
本
人
の
満
洲
永
住
を
試
み
ん
と
せ
ば
、
内
に
老
後
の
家
計
に
苦
し
み
、
出
で
て
は
虎
狼
の
知
き
緑
林
の
枇
政
に
却
け
ら
れ
終
り
ぬ
。
ま
た
大
連
農
事
ム
去
杜
が
関
東
州
内
に
於
け
る
移
住
を
企
て
し
も
及
ば
ず
、
更
に
又
社
員
会
が
満
洲
郷
土
化
運
動
を
試
み
て
続
か
ざ
り
し
も
、
昨
夏
再
び
満
鉄
人
の
満
洲
永
住
を
促
さ
ん
と
て
拓
殖
運
動
の
形
と
な
り
て
再
現
す
、
ま
た
機
を
得
た
り
と
せ
ん
か
」
と
あ
る
。
「
大
陸
開
発
の
大
使
命
」
を
貫
徹
す
る
た
め
の
日
本
人
移
住
事
業
か
ら
、
そ
の
定
着
の
た
め
の
郷
土
化
運
動
の
経
緯
を
辿
り
、
ま
ず
は
満
鉄
社
員
の
現
地
定
着
に
よ
っ
て
「
満
洲
永
住
の
礎
を
作
れ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る。
87 
こ
の
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
た
秋
原
勝
二
「
生
き
方
の
問
題
満
洲
第
二
世
の
悩
み
」
は
、
江
原
鉄
平
ほ
ど
強
い
批
判
意
識
を
介
在
さ
せ
て
は
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
他
の
掲
載
記
事
の
言
説
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
満
洲
」
に
生
き
る
こ
と
の
「
よ
ろ
こ
び
」
で
は
な
く
、
「
悩
み
」
が
連
ね
ら
れ
た
。
「
満
洲
は
独
立
国
家
で
あ
る
」
と
明
言
す
る
秋
原
勝
二
は
、
「
日
本
人
の
満
洲
定
着
」
の
問
題
は
、
「
満
洲
の
諸
民
族
に
伍
す
る
日
本
人
の
立
場
で
あ
り
、
生
き
方
の
問
題
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
こ
の
土
を
故
郷
と
愛
し
こ
の
国
を
他
国
と
は
思
は
ぬ
密
着
し
た
心
理
が
要
望
さ
れ
て
く
る
が
そ
れ
は
と
り
も
な
ほ
さ
ず
知
何
に
も
外
国
人
で
あ
る
日
本
人
が
、
こ
の
満
洲
に
対
し
て
吾
が
国
家
的
意
識
を
燃
や
す
べ
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
他
族
に
対
し
て
誠
意
あ
る
責
任
を
感
ず
る
こ
と
で
も
あ
る
」
と
い
う
「
立
場
」
は
、
「
満
洲
国
」
の
建
国
理
念
で
あ
っ
た
「
五
族
協
和
」
の
理
想
と
重
な
り
合
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
「
共
和
政
治
の
理
念
」
に
「
光
明
」
を
見
出
し
つ
つ
も
、
「
同
時
に
、
あ
る
と
き
、
こ
の
理
念
に
裏
が
あ
る
か
の
ご
と
き
印
象
を
、
つ
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
お
そ
ろ
し
い
こ
と
だ
と
思
ふ
」
と
述
懐
す
る
秋
原
勝
二
の
ま
な
ざ
し
は
、
「
日
本
民
族
理
想
実
現
」
の
「
大
陸
発
展
」
が
「
殖
民
」
と
「
開
拓
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
「
満
洲
」
の
領
土
化
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
が
「
満
洲
は
独
立
国
家
で
あ
る
」
こ
と
と
食
い
違
う
こ
と
を
可
視
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
江
原
鉄
平
と
共
通
す
る
植
民
地
主
義
に
対
す
る
疑
惑
が
宿
っ
て
い
る
。
秋
原
勝
二
は
『
一
満
洲
浪
畠
邑
創
刊
号
(
一
九
三
八
年
一
O
月
)
に
掲
載
さ
れ
た
「
満
洲
文
化
に
つ
い
て
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に
「
た
ザ
一
つ
」
を
発
表
し
、
「
変
化
し
た
大
き
な
日
本
人
の
、
人
間
と
し
て
、
神
の
微
笑
を
よ
ぶ
卓
越
し
た
人
種
を
、
今
、
ど
う
し
て
も
考
へ
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
満
洲
日
本
人
」
と
い
う
言
葉
で
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
の
自
己
認
識
は
、
「
夜
の
話
」
に
お
け
る
横
山
二
郎
の
「
心
」
と
「
肉
体
」
の
変
化
に
対
応
し
て
い
る
。
「
土
着
せ
る
異
民
族
の
知
き
、
こ
の
土
地
の
も
の
、
な
ら
ざ
る
、
ま
た
日
本
の
も
の
な
ら
ざ
る
一
つ
の
も
の
」
と
は
、
「
日
本
人
」
と
の
相
対
化
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
、
「
満
洲
」
在
住
の
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
周
知
の
と
お
り
、
こ
の
時
期
「
内
地
」
で
は
「
日
本
」
へ
の
回
帰
が
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
萩
原
朔
太
郎
は
「
ま
こ
と
に
今
の
時
代
に
於
て
、
日
本
的
な
も
の
の
イ
デ
ー
が
叫
ば
れ
、
日
本
が
迷
克
の
や
う
に
探
索
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
ほ
ど
、
時
代
の
虚
無
叫
甑
を
表
象
し
て
ゐ
る
事
実
は
な
い
。
日
本
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
?
か
つ
て
昔
、
た
し
か
に
我
等
の
美
し
い
日
本
が
あ
っ
た
」
(
「
漂
泊
者
の
文
学
荷
風
氏
の
『
謹
東
持
置
を
読
む
」
『
改
造
』
一
九
三
七
年
七
月
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
と
き
「
探
索
」
さ
れ
て
い
る
「
日
本
」
が
、
幻
の
「
日
本
」
で
あ
る
こ
と
は
、
「
た
と
へ
現
実
の
日
本
が
な
く
、
す
べ
て
の
日
本
的
な
物
が
虚
妄
で
あ
っ
て
も
、
尚
且
つ
我
等
は
イ
デ
!
と
し
て
の
日
本
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
」
と
い
う
言
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
「
故
郷
を
失
っ
た
文
学
」
に
お
い
て
小
林
秀
雄
は
、
故
郷
観
の
喪
失
を
提
示
し
た
。
一
九
三
0
年
代
に
お
け
る
「
故
郷
」
の
喪
失
は
、
そ
れ
が
観
念
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
た
し
か
に
」
あ
っ
た
は
ず
の
「
美
し
い
日
本
」
へ
の
希
求
と
し
て
再
構
成
さ
れ
、
「
故
郷
」
た
る
「
日
本
」
の
奪
還
へ
と
連
鎖
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
故
郷
喪
失
か
ら
は
じ
ま
る
「
漂
泊
者
」
の
文
学
は
「
失
は
れ
た
「
我
等
の
家
郷
」
」
を
「
掘
り
当
て
や
う
」
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
傾
倒
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
そ
れ
が
た
と
え
「
失
は
れ
」
て
い
よ
う
と
も
、
再
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
「
日
本
人
」
と
し
て
の
「
民
族
」
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
-88 
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
日
本
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
確
認
さ
れ
、
再
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
「
日
本
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
?
」
と
い
う
朔
太
郎
の
問
い
と
、
「
一
体
、
そ
れ
は
何
処
に
あ
る
の
だ
(
中
略
)
さ
う
だ
、
確
か
、
嘗
て
は
東
方
に
あ
っ
た
」
と
い
う
横
山
二
郎
の
問
い
は
「
日
本
」
と
い
う
観
念
を
め
ぐ
っ
て
対
峠
し
て
い
る
。秋
原
勝
二
に
と
っ
て
、
日
本
や
日
本
人
と
は
、
「
イ
デ
l
」
と
し
て
す
ら
想
起
す
る
こ
と
が
適
わ
な
い
虚
構
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
江
原
鉄
平
は
「
日
本
の
『
日
本
的
』
」
(
『
満
洲
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
=
一
月
二
二
日
1
一
六
日
)
の
中
で
「
い
ま
、
ど
の
雑
誌
を
手
に
と
っ
て
見
て
も
、
文
学
に
お
け
る
日
本
的
な
る
も
の
と
い
ふ
名
題
に
つ
い
て
何
か
の
文
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
な
い
雑
誌
は
な
い
(
中
略
)
日
本
文
学
の
中
で
伝
統
的
な
も
の
だ
け
を
再
検
討
す
る
こ
と
の
意
義
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
果
し
て
そ
れ
が
必
然
催
を
も
っ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
も
早
急
に
は
断
じ
難
い
」
と
述
べ
、
佐
藤
春
夫
が
「
日
本
文
学
の
伝
統
を
思
ふ
」
で
「
日
本
文
学
の
伝
統
」
と
し
て
取
り
上
げ
た
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
精
神
に
言
及
し
、
「
日
本
的
な
文
学
精
神
」
が
「
世
界
人
と
な
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
果
し
て
復
活
す
べ
き
民
族
性
で
あ
る
か
ど
う
か
、
い
ひ
換
へ
れ
ば
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
日
本
人
の
民
族
性
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
満
洲
」
在
住
の
日
本
人
、
「
満
洲
日
本
人
」
の
い
た
位
置
は
、
「
日
本
」
と
は
何
か
、
「
日
本
人
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
相
対
化
す
る
こ
と
の
で
き
る
位
置
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
言
説
は
「
日
本
に
お
け
る
日
本
人
」
が
依
拠
し
た
「
日
本
」
「
日
本
人
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
鋭
く
糾
弾
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
主
(1)
同
論
は
「
「
故
郷
」
と
「
郷
土
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
次
元
に
生
成
さ
れ
た
語
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
と
し
、
「
「
共
同
体
認
識
」
と
し
て
の
「
郷
土
」
と
い
う
語
葉
は
、
個
別
個
有
の
「
故
郷
」
「
ふ
る
さ
と
」
を
再
構
成
す
る
た
め
の
概
念
語
と
し
て
創
造
さ
れ
」
た
と
し
て
い
る
。
(2)
『
郷
土
』
創
刊
号
に
お
け
る
大
多
数
の
言
説
が
、
郷
土
愛
の
育
成
を
そ
の
ま
ま
祖
国
愛
の
整
備
的
土
台
と
と
ら
え
「
郷
土
に
帰
れ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
長
谷
川
知
是
閑
「
近
代
社
会
に
於
け
る
『
郷
土
』
観
念
の
可
能
と
不
可
能
」
は
、
「
郷
土
」
の
観
念
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
念
に
対
立
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
の
単
位
を
な
す
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
そ
れ
と
も
対
立
す
る
」
と
し
て
、
近
代
社
会
が
「
世
界
主
義
へ
の
門
出
」
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
一
単
位
と
し
て
「
郷
土
」
を
「
国
家
」
へ
と
組
み
替
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
民
族
」
「
国
民
」
「
国
家
」
「
祖
国
」
と
い
う
概
念
が
、
そ
れ
自
体
「
郷
土
」
観
念
の
否
定
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
「
郷
土
へ
帰
」
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
近
代
的
条
件
の
上
に
生
み
出
さ
れ
る
「
『
郷
土
』
を
も
っ
」
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
「
郷
土
の
存
在
」
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
(3)
『
満
洲
日
日
新
聞
』
で
は
、
た
び
た
び
「
満
洲
移
民
ニ
ュ
ー
ス
」
「
開
拓
ペ
ー
ジ
」
な
ど
の
企
画
を
設
け
、
開
拓
移
民
事
業
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
一
九
三
八
年
三
月
一
五
日
の
夕
刊
で
は
、
新
潟
県
が
移
民
奨
励
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計
画
を
農
村
更
生
計
画
に
盛
り
込
み
、
全
県
的
な
協
力
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
「
第
二
の
故
郷
を
建
設
」
と
い
う
見
出
し
で
報
じ
て
い
る
。
ま
た
第
五
次
開
拓
国
と
し
て
一
九
三
六
年
に
「
東
安
省
」
(
現
黒
龍
江
省
東
部
)
に
入
植
し
た
黒
台
開
拓
国
の
そ
の
後
を
報
じ
た
一
九
四
O
年
二
月
二
六
日
夕
刊
の
「
開
拓
ペ
l
ジ
」
は
「
努
力
は
尊
し
五
星
霜
築
く
理
想
の
故
郷
」
と
見
出
し
を
設
け
て
い
る
。
(4)
『
作
五
は
、
一
九
三
二
年
一
O
月
に
大
連
で
『
文
主
と
し
て
創
刊
さ
れ
、
第
三
輯
(
一
九
三
三
年
四
月
)
で
『
作
文
』
と
改
題
さ
れ
た
。
創
刊
同
人
は
安
達
義
信
、
青
木
実
、
小
杉
茂
樹
、
町
原
幸
二
、
島
崎
恭
爾
、
落
合
郁
郎
、
城
小
碓
。
「
夜
の
話
」
初
出
掲
載
輯
は
未
確
認
の
た
め
、
本
文
か
ら
の
引
用
は
「
満
洲
文
芸
年
鑑
』
昭
和
三
平
度
版
(
満
蒙
評
論
社
、
一
九
三
八
年
一
一
一
月
)
に
拠
っ
た
。
(5)
秋
原
勝
二
『
満
州
日
本
人
の
街
復
』
(
日
本
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
九
月
)
『
秋
原
勝
二
作
品
集
満
洲
小
説
集
』
(
冬
夏
書
一
一
房
、
一
九
八
七
年
二
月
)
収
録
年
譜
の
記
述
に
拠
る
。
(6)
西
村
将
洋
「
「
満
洲
文
学
」
か
ら
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ヤ
ル
ド
へ
「
満
洲
」
在
住
の
日
本
人
と
言
語
表
現
」
(
『
〈
外
地
〉
日
本
語
文
学
論
』
世
界
思
想
社
、
二
O
O
七
年
三
月
)
は
、
一
九
三
七
年
の
「
満
洲
」
文
壇
で
「
満
洲
文
学
」
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
展
開
を
秋
原
勝
二
、
江
原
鉄
平
ら
の
言
説
を
含
め
て
「
一
九
三
七
年
に
「
満
洲
文
学
」
論
は
浮
上
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
発
生
と
同
時
に
、
そ
の
骨
格
は
脱
臼
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
(7)
当
時
、
秋
原
勝
二
の
言
説
が
一
般
的
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
生
き
方
の
問
題
満
洲
第
二
世
の
悩
み
」
に
対
し
て
、
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
四
O
年
二
月
二
七
日
夕
刊
の
「
学
芸
」
欄
で
「
満
洲
が
日
本
の
領
土
で
あ
る
な
ら
ば
満
洲
育
ち
の
問
題
は
発
生
し
な
い
が
満
洲
は
独
立
国
家
で
あ
る
か
ら
ま
さ
か
と
な
れ
ば
国
籍
移
転
も
辞
せ
ぬ
心
構
へ
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
ふ
こ
と
も
さ
う
い
ふ
筆
者
が
甚
だ
懐
疑
的
で
は
っ
き
り
と
は
云
ひ
切
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
満
洲
は
我
等
の
領
土
だ
と
言
ひ
切
れ
る
程
の
強
さ
を
日
本
人
が
持
つ
て
は
い
け
な
い
だ
ら
う
か
、
人
里
離
れ
た
満
洲
の
瞭
野
で
誰
何
さ
れ
て
も
。
俺
は
日
本
人
e
だ
と
云
ひ
切
れ
る
誇
り
を
持
ち
た
い
」
(
文
太
)
と
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
(8)
「
満
洲
」
在
住
の
日
本
人
は
「
日
本
的
な
も
の
」
を
称
揚
す
る
言
説
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
的
言
説
も
含
め
た
対
立
的
図
式
そ
の
も
の
を
相
対
化
し
て
い
る
。
佐
藤
春
夫
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
精
神
に
反
駁
し
た
矢
崎
弾
「
も
の
の
あ
は
れ
の
錯
乱
」
に
触
れ
て
、
藤
太
「
矢
崎
弾
の
毒
舌
ぶ
り
」
(
『
満
洲
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
三
月
九
日
)
は
「
日
本
的
な
も
の
、
再
検
討
と
い
う
ふ
騒
キ
し
い
竜
巻
が
日
本
の
文
学
の
国
を
荒
れ
廻
っ
て
ゐ
る
(
中
略
)
日
本
的
精
神
合
唱
団
に
投
げ
ら
れ
た
槍
ぶ
す
ま
は
、
容
易
な
ら
ぬ
意
気
込
み
で
あ
る
。
(
中
略
)
日
本
的
花
が
咲
き
ま
す
と
い
ふ
売
出
し
の
植
木
、
根
が
あ
る
か
な
い
か
、
こ
の
際
見
せ
て
貰
ひ
た
い
」
と
議
論
全
体
を
郷
捻
し
て
い
る
。
90 -
【付記】引用
に
際
し
て
、
旧
字
は
原
則
新
字
に
改
め
、
ル
ピ
は
適
宜
省
略
し
た
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
二
年
度
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
